
 

全トヨタ労連 ２９期（後）統一テーマ 経過報告シート 西久保グループ   活動期間：２１年４月～６月 

産業目線 

【活動項目】 中小企業支援 【活動テーマ】 働きやすい環境の充実支援 

到達目標 
・企業活動を停滞させない物流環境道路インフラの維持 
・シニア・シルバー世代サポートセンター登録促進支援継続と起業人材 1 名の輩出 

前回まで 

活動状況 

・生産物流に係わる県道と住環境に影響する町内道路インフラの改善などを現地調査を基に提言 
 など 

 

 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

  ◎…予定前倒し 

〇…予定通り 

△…遅れあり 

主な取り組み 

〇現役世代へのワクチン接種を安全かつ円滑に推進する体制づくり（一般質問） 

 想い:事業活動へ影響があってはならない。できる限りの想定をする。 

健康福祉部⾧:過去トラを反映し従事者マニュアル作成や注意を要する部分の明確化・徹底。 

〇来庁せず手続きできるオンライン化の促進（一般質問） 

想い:時間の融通が利きにくい共働き世帯も利便性向上、町政情報発信の質の向上。 

企画部⾧:住民の利便性の向上、職員の業務効率化を促進する。 

〇中小・零細企業に対する安心して働ける環境作り支援（一般質問） 

想い:コロナ禍における相談増加、先を見据え的確な支援の拡充。 

町⾧:民間企業が福祉事業所を始める際の手続き緩和や農業参入する際の規制緩和など支援

検討。大学生の町内企業体験により就職した方も多く、支援に繋がっていると思っている。 

など 

〇幸田駅前再開発エリアおよび三ヶ根駅前再開発エリアへの 100V 電源など資機材常設の提案 

（産業振興課および企画課へ働きかけ） 

想い:賑わい創出に効果的な、利用者が安全・安心して利活用しやすい環境づくり。 

産業振興課:駅前イベントによる商工業の賑わい創出において安全面でも有効。前向きに検討す

る。 

など 

 【図や活動の様子が分かる写真など】 

 

今後の活動 

・ワクチン接種が開始され変化が想定されることから、事業環境変化へ注視し後手に回らない対応を行う。 

・大きな動きとして、スーパーシティ構想への参画と支援が今後の課題（国の計画では 6 月末決定とされていたが、当局事情により大幅に遅れていると情報を入手した） 

・必要に応じ、県や関係団体への対策要望などの情報共有支援を継続する 

  

幸田町 所属議員 田境 毅 

今回の進捗 

【 〇 】 

[現地調査][議会等での働きかけ] 

ワクチン接種 中小企業相談 町⾧より答弁オンライン申請 

＜一般質問＞

幸田駅前再開発エリア

ワクチン集団接種会場



 

全トヨタ労連 ２９期（後）統一テーマ 経過報告シート 西久保グループ   活動期間：２１年４月～６月 

組合員目線 

【活動項目】 子育て・教育 【活動テーマ】 安心して働ける施策の充実支援 

到達目標 
・保育園や幼稚園、児童クラブなど待機児童ゼロの継続 
・児童クラブ（⾧期休み） 昼食弁当の有料提供本運用（子育て世帯の安心につながる施策の充実） 

前回まで 

活動状況 

・保育園や幼稚園、児童クラブなど待機児童ゼロの継続。 
  児童クラブ運営体制の再構築 → 民営化予算を確保 など 
・子育て世帯の安心につながる施策の充実 

 

 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

  ◎…予定前倒し 

〇…予定通り 

△…遅れあり 

主な取り組み 

〇子育て世帯の安心につながる施策の充実 

・低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金給付事業（議案質疑） 

（4 千 820 万円）←給付対象を 917 人と見込む。 

想い:早期に手元へ届けるための体制を確認。 

子ども課:児童手当等受給者情報を活用し、申請不要で 8 月までの支給を目指す。 

上記以外のかたは申請後、順次支給を行う。 

〇高齢者ワクチン接種を安全かつ円滑に推進する体制づくり（主管部署への働きかけ） 

 想い:対面予約に間に合わない子育て・共働き世帯の時間的制約に配慮した運営を要請 

健康福祉部⾧:実態を理解した。今後の実務運営へ反映する。 

など 

【図や活動の様子が分かる写真など】 

 

今後の活動 

・特に人口増加が顕著な幸田・豊坂・深溝の３学区を注視し、保育園や幼稚園、児童クラブの待機児童ゼロを継続する。潜在的待機児童に対する最新状況調査を 9 月議会ま

でに進める。 

・ワクチン接種での環境変化に注視し、子育て・共働き世帯の安心できる環境づくりを支援する。 

 

幸田町 所属議員 田境 毅 

今回の進捗 

【 〇 】 



２．２９期（後） 取り組みテーマについて 

 

（１）産業目線 産業目線①～④項目から選択 

幸田町取り組み項目 ①中小企業支援 
 

幸田町取り組みテーマ 働きやすい環境の充実支援 

 

（２）組合員目線 組合員目線①～⑥項目から選択 

幸田町取り組み項目 ⑤子育て・教育 
 

幸田町取り組みテーマ 安心して働ける施策の充実支援 

 

選定理由・背景・思い 組織内議員の具体的取り組み内容 

【背景】 

・人口は積極的な優良企業の誘致により著しく発展し、区画整理事業の効果的な発展により人口も

増え続けている。企業活動しやすい立地条件が本町の地の利であり自動車関連産業を中心に発展

してきた。工業用地開発及び企業誘致への取組を通じて、製造品出荷額等は 1兆 983 億円（平成

30 年工業統計調査）であり愛知県内のなかでもトップクラス。 

・安定した税収確保が課題であり、優良企業が地域と共生し効率良く生産活動できる環境や施策の

充実および、従業員の居住する地域で活躍できる住環境の充実を目指す必要がある。新市街地居

住者の 6割は働く仲間であり、町内事業所 1,224 事業所のうち中小零細企業は 1,201 と多くをし

めている。 

【想い】 

・住民と事業所が共生し繁栄できる安全安心なまちづくり支援。 

・生の声を効果的に伝え、いかなる事態においても経済活動が持続可能な環境づくり支援。 

 

・災害などに強い交通インフラ整備や対策相談

支援 

・町内企業従業員の住環境の充実支援 

・日本語が話せない外国人などへの施策充実 

支援 

・県や関係団体への対策要望などの情報共有 

支援 

選定理由・背景・思い 組織内議員の具体的取り組み内容 

【背景】 

土地区画整理事業による若い共働き世帯の転入により令和 6年が児童生徒数のピークと試算され

ている。 

今後も大規模な土地区画整理事業が計画されており令和 6年以降も増加傾向と想定されている。 

潜在的待機児童対策および更なる施策の充実、GIGA スクール構想対応など、巻き返しの必要な

教育環境の整備が必要。 

【想い】 

・多様化した住民ニーズへ応え続けられる、わかりやすい行政運営支援。 

・すべての働く者が安心して仕事で活躍できる環境づくり支援。 

・児童生徒の居場所と施策の充実支援。 

 

・保育園や幼稚園、児童クラブなど待機児童ゼ

ロの継続。 

  保育士や職員など人員最適化の支援 など 

・子育て世帯の安心につながる施策の充実 

長期休み昼食弁当の有料提供 など 

（参考）幸田町　テーマ登録背景


